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第 22 期 決 算 公 告 

貸  借  対  照  表 

 

（2021 年 11 月 30 日現在） 

資 産 の 部 負 債 の 部 

科  目 金  額 科  目 金  額 

 

【 流 動 資 産 】 

千円 

1,707,467 

 

【 流 動 負 債 】 

千円 

368,960 

現 金 及 び 預 金 1,410,542 買 掛 金 5,176 

売 掛 金 55,302 1 年内償還予定の社債 20,000 

仕 掛 品 181,471 1 年内返済予定長期借入金 33,348 

前 払 費 用 26,964 未 払 金 13,330 

未 収 入 金 33,162 未 払 費 用 27,357 

そ の 他 24 未 払 法 人 税 等 530 

  前 受 金 260,678 

  預 り 金 8,540 

【 固 定 資 産 】 165,219 【 固 定 負 債 】 44,420 

（ 有 形 固 定 資 産 ） 58,004 長 期 借 入 金 44,420 

建 物 附 属 設 備 47,485   

工 具 器 具 備 品 10,518 負 債 の 部 計 413,380 

（ 無 形 固 定 資 産 ） 10,874 純資産の部 

ソ フ ト ウ ェ ア 10,798 【 株 主 資 本 】 1,459,305 

そ の 他 76 資 本 金 100,000 

  資 本 剰 余 金 100,750 

（投資その他の資産） 96,340 資 本 準 備 金 100,750 

長 期 前 払 費 用 277 利 益 剰 余 金 1,258,555 

敷 金 保 証 金 96,062 その他利益剰余金 1,258,555 

  繰越利益剰余金 1,258,555 

    （うち当期純利益） （57,263） 

  純 資 産 の 部 計 1,459,305 

資 産 の 部 合 計 1,872,686 負 債 ・ 純 資 産 合 計 1,872,686 

（注） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 
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個別注記表 

 

1．重要な会計方針 

 

（１）資産の評価基準および評価方法 

  たな卸資産の評価基準および評価方法 

 仕掛品 …………… 個別法による原価法 

 

（２）固定資産の減価償却の方法 

 有形固定資産 …………… 定率法 

 2007（H19）年3月31日以前取得の有形固定資産について

は、旧法人税法に定める定率法を採用しております。また、

2016（H28）年４月１日以後に取得した建物附属設備につい

ては定額法を採用しております。 

 無形固定資産 …………… 定額法 

自社利用ソフトウェアについては社内における利用可能

期間（5年）または所定の合理的耐用年数で償却しておりま

す。 

 リース資産 …………… 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産に

ついては、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法 

 

（３）収益および費用の計上基準 

 受注制作のソフトウェアにかかる収益の計上基準は、当事業年度末までの進捗部分について

成果の確実性が認められる契約については工事進行基準を、その他の契約については工事完成

基準を適用しております。なお、工事進行基準を適用する場合の当事業年度末における進捗度

の見積りは、原価比例法を用いております。 

 

（４）その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

 消費税および地方消費税の処理方法……税抜処理によっております。 

 

 

2．当期純損益金額 

 

 当期純利益 57,263 千円 


